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2017.12.1 広報よみたん

平成30年 2月 18日執行予定 読谷村長選挙

選挙期日及び立候補予定者説明会、立候補届出書事前審査の日程について
平成30年 2月 28日 |こ任期満了を迎えます読谷村長の選挙辛丸行予定日及び立候補予定者説明会、立

候補届出書事前審査の日程が決まりましたのであ矢Bらせいたします。

◎ 選 挙 期 日

告 示 日   平成30年 2月 13日 (火 )

選挙期日   平成30年 2月 18日 (日 )

◎ 立候補予定者説明会

日  時   平成29年 12月 22日 (金)14時

場  所   読谷村役場 1階会議室A(選挙管理委員会向かい)

◎ 立候補届出書事前審査

日  時   平成30年 1月 26日 (金 )

場  所   読谷村役場 1階会議室A(選挙管理委員会向かい)

あ問い合わせ :選挙管理委員会事務局  金 982-9227

11月 と 12月 は納付推進月間です

税金はきちんと
納めましょう⑫
観 理 哩 蜘 理 勲 趨 陸 遵 挫 釣 ゆ 携

読谷村では11月 と12月 を村税納付推進月間として設定し、納税の協

力を呼びかけています。また、沖縄県の県税・市町村税滞納整理強化月

間の取り組みの一環として、県内4¬市町村で一斉|こ滞納処分を強化します。

村税lよ住みよい読谷村を作るための貴重な貝オ源です。納期限までに納

めた方この公平を保つため、滞納が続<場合には貝オ産の差押えをあこな

います。督促状を放置したり、催促を無視したりしていても問題の解決

|こ はなりません。納期限内に納税できない理由のある方は、あ
‐
早めにご

相談<ださい。

また、12月 |よ固定資産税第3期分の納期となっています。 4月にあ届

けした納税通矢日書に同封の納付書から、 3期分の納付書をご確認の上、

¬2月 25日 までに役場、金融機関、又はコンビニエンスヌトアで納付し

⊂くださいますようあ願いします。

固定資産税 3期分の回座振替の振替日は12月 25日 です。前日まで|こ

残高の確認をよろし<あ願いします。

あ問い合わせ :読谷村役場 1階 税務課 a982-9206

滞納はプ ス ェ _ 『

県税
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鴛 醸悦 Ⅷ鯵鵜かけ
試 験  日:平成30年 2月 11日 (日 )

試験の種類 :甲種、乙種 (第 1類～6類)、 丙種

願書受付期間 :平成30年 1月¬1日 (本)～ 1月 18日 (本 )

願書配布先 :各消防本部予防課、県宮古事務所、県八重山事務所総務課、

ンター沖縄県支部

(―財)消防試験研究セ

※電子申請もできます。詳し<は本―ムベープをご覧<ださい |

ホームベープ :httpノ /代脚榊′,shoubo― shiken.or.ip

あ
‐
間い合わせ :( 貝オ)'肖防試験研究センター瀬縄県支部 金941-5201
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一固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

辞
令
交
付

第

４６５
回
読
谷
村
議
会
定
例
会
に
あ

い
て
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
比
嘉
進
氏
が
選
任
さ
れ
１０
月
１１
日
、

石
嶺
村
長
よ
り
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
と
は
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格

に
関
す
る
不
服
を
中
立
的

・
専
門
的
な

立
場
で
審
査
決
定
す
る
こ
と
を
目
的
に

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
設
置
さ
れ
る
機

関
で
、
任
期
は
３
年
間
と
な
っ
て
あ
り

ま
す
。

交
付
式
で
石
嶺
村
長
は

「
固
定
資
産

評
価
に
対
す
る
公
平
か
つ
適
正
な
審
査

を
よ
ろ
し
＜
あ
願
い
し
ま
す
。
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

中
頭
郡
陸
上
競
技
大
会

３６
年
連
続
の
総
合
優
勝

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

又
吉
裕
子
さ
ん
４
位
入
賞

１０
月
２８
日
～

個
月
３０
日
匠
行
わ
れ

た
、
第

１７
回
全
国
障
害
者
ヌ
ポ
ー
ツ

大
会

（愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
大
会
）
に

本
村
出
身
の
叉
吉
俗
子
さ
ん
が
沖
縄
県

選
手
団
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

又
吉
さ
ん
は
３
種
目
に
出
場
し
、
２

種
目
で
４
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

大
会
成
縞
は
左
記
の
こ
あ
り
で
す
。

女
子
‐００

ｍ

４̈
位

男
女
混
同
４００
ｍ
リ
レ
ー
一４
位

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
一雨
天
の
た

め
中
止

読
谷
ボ
ー
イ
ズ
九
州
大
会

派
遣
報
告

読
谷
中
学
校
新
校
長
就
任

相
月
１
日
付
で
読
谷
中
学
校
の
校
長

Ｅ
照
屋
心

一
郎
氏

（前
沖
縄
市
立
沖
縄

東
中
学
校
教
頭
）
が
就
任
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
就
任
の
報
告
に
何
月
２
日
、

石
嶺
村
長
と
松
田
教
育
長
の
も
と
を
表

敬
訪
間
し
ま
し
た
。

照
屋
校
長
は

「読
谷
中
学
校
は
、
文

武
と
も
に
盛
ん
で
、
礼
儀
正
し
い
生
徒

が
多
＜
、
校
長
に
就
任
し
た
こ
と
を
嬉

し
＜
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
＜
あ

願
い
し
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
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１０
月

１７
日
、
読
谷
村
体
育
協
会
の

天
久
武
俊
会
長
が
第

４５
回
中
頭
郡
陸

上
競
技
大
会
の
結
果
報
告
の
た
め
、
石

嶺
村
長
の
も
と
を
表
敬
訪
間
し
ま
し
た
。

読
谷
村
体
協
は
、
総
勢

８２
名
の
選

手
が
選
出
さ
れ
、
男
子
。
女
子
・
壮
年

。

総
合
の
全
て
で
優
勝
を
勝
ち
取
り
、
３

年
連
続
の
完
全
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
読
谷
村
は
同
大
会

３６
年
連

続
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、
女
子
中
学
４
×
‐００

ｍ
で
中
頭
記
録
を
１
秒
以
上
縮
め
る

５２
秒
８
の
タ
イ
ム
で
大
会
記
録
を
更
新

し
ま
し
た
。

l   r

ｉ
撥

ャ

ｒ
ｌ
ｌ
を
，

，

４

何

月
１
日
、
読
谷
ボ
ー
イ
ズ
が
第

３３
回
日
本
少
年
野
球
九
州
大
会

（大
分

県
）
へ
の
出
場
が
決
ま
り
、
そ
の
報
告

の
た
め
石
嶺
村
長
こ
松
田
教
育
長
の
も

と
を
表
敬
訪
間
し
ま
し
た
。

副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
島
袋
桐
悟
さ
ん

（読

中
２
年
）
は

「九
州
大
会
で
は
優
勝
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
応
援
よ
う

し
＜
あ
願
い
し
ま
す
。
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

石
嶺
村
長
は

「九
州
大
会
出
場
あ
め

で
こ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
持
て
る
力
を
出

し
切
り
、
い
い
成
種
を
残
せ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。
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第44回誦督肘を八クラブ ・ ■ li■ |・

10月 14日 、第 44回読谷村老人クラブ連合

会運動会が読谷村運動広場にて開催されました。

前日の夜がら当日の早朝まで[年
叉り続いた雨

|こより、 18き間半遅れでの開会式となりまし

たが、徐々に天候も回復し、多<の会員参加

のもと盛大に開催されました。集団演技では、

5つの小学校区 |こ 分かれての演舞が行われ、

競技では、「輸回し。ラケツトリレー」「ゲー

トボール通しリレー」「障害物 リレー」「400メ ートル

リレー」など、どの競技も自熱した闘いが繰り広|ずられ、

会場は大いに盛り上がりました。

11月 5日、第20回読谷まつ り闘牛大会が、

おら咲ぬら闘牛場 |こ て開催されました。

台風の影響で読谷まつ りは中止とな り闘牛

大会も 2週間の順延となりま したが、この日

は天候 |こ も恵まれ多<の来場者が訪れました。

優勝旗争奪動は、20分 12秒の激軸の末、伊

良皆圧送魁皇が大会 2連覇を果たしました。

第 21回舗谷河保奮まつり

第 20回読谷まつり闘年六会

垂 凛

11月 11日 、村立 31呆育所、認可l呆育園 9園 |こ よる第21回読谷村保育まつりが読谷村文化セン

ター|こ て開催されました。年齢に応じた色々な遊びのコーナーや食育コーナー、子育て支援コー

ナーなどもあり、親子で楽しめる様々なイベントが催されました。

′
`´…

趣 冨
―
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~越
題 コ題「電園酌目輩臨霞要噸』BI
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ミa増ジ角,七ヮ車,ショップ参趣奮馨簿
平成 30年 8月公演予定の読谷村創作子どもミユープカルに向けワークンヨツプを開催し

ます !

茎ユープカルとは、音楽・歌・台詞・ダンスを合わせた演劇の事です。

ミユープカルワークンヨツプに参加して表現することの面白さやた<さんのあ友達を作り

ませんか ?

主人公はあなた !

対   象 :村内の小単 3年生～中学 3年生

定   員 :30名

日   時 :平成 30年 2月 10日 ～ 25日 の土日 (計 6回 )13時 ～ ¬68き

場   所 :読谷村文化センター 中ホール

応 募 方 法 :学校より配布の応募用紙へ記入し学校事務室または読谷村文

あ問合わせ

化センター|こ設置の受付箱へ投函もし<は FAXIこて申し込み

読谷村度化センター 担当 :波平

盗982-9292   FAX 958-6669

平成 30年 1月 19日 (金 )17時募 集 締 切

ダンスで遊ぼう♪

我如古則子先生

音楽で遊ぼう♪

大崎幸子先生

演劇で遊ばう♪

大崎雅氏先生

出演者も太募集 r

劇回たんぼぼ新春公演『グリックの冒険』

錢爾途ん麟顧薪簿盆凄『ダ鰺夢抄鶴鵞壌』

日時 :平成 30年 1月 14日 (日)開演 :14時 (開場 :13時 30分 )

場所 :読谷村文化センター鳳ホール

料金 :大人券 (高校生以上)前 売 1,OOO円 当日 1,300円
小人券(4歳以上) 前売  800円  当日 1,OOO円

親子券 1,600円  (前売のみ)

チケツトは、11月 25日 から読谷村文化センターにて発売中 !!

劇園蕉た,を 勝軒奮倉瑣

射
ぞ

う
解

；
‘
争

３‘
Ｌ

群

そ

を

１

９

常

婚

聯騨轄翻社謬:.澪響鴇
,"ヽ ,ヽ1‐鵬,4議

鞍瑠群議鶴戯畠線路館静揺甘

立隼解 I零里千1i:■∵fllす 騒

小学 3～ 6年生の出演者大募集 !!

稽古ラ定日 :12月 9日 (土 )、 12月 21日 (本)、 1尼 13日 (土)

稽古場所 :みらい児童館、読谷村文化センター

申し込み先 :劇団たんぽぽ)中縄事務所 金866-0529 FAX 869-8825
※FAXで応募する際には、①お子様の氏名、②学校名・学年、③連絡先、④保護者名をご記入のうえご応

募ください。

お問い合わせ :読谷村文化センター 倉982-9292
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鯨蕎トツムマラSノ ン 。開 電8回調谷村小学生駅縁大会のお知らせ
※少雨決行期 日

場 所

受 付

開会式

平成30年 1月 14日 (日 )

読谷村残波岬公園内

午前 8時00分～ 8時50分

午前 9時

トリムマラソン (2 5kmコ ース 。5kmコ ース)午前 9:30(ヌタート)

※制限時間は50分とし、それを超えた場合は、記録なしとなります。

各コーヌの申告タイム|こ近い上位 3篭 を表彰 (1位はメダルあり)

tt参加申込 :当 日 |こ て受付

駅伝大会 (2km× 5区 合計40km)  年前10:30(スタート)

Aク ラ又 (5～6年 )Bク ラ又 (3年～4年)男女別に編成

両クラスとも上位3チ ームを表彰 (1位についてはメダルあり)

参加申込 :12月 20日 (水)午後58きまでに生涯学習課窓□ で申込用紙を提出

※参加申込用紙 |こ ついては、村ホームペープ又 |よ生涯学習課まであ問い合わせ下さい。

あ間い合わせ :読谷村教育委員会 生涯学習課 a982-9231

第 5撃 園読谷縛威人式のお知ら遣
第54圃読谷村成人式を開催致します。

日 時 :平成30年 1月 7日 (日 )14:00開 式 (13:00よ り受付 )

場 所 :読谷村文化センター 鳳ホール

対象者 :平成 9年 4月 2日～平成10年 4月 1日生まれの方

保護者の方も会場 |こ入ることができます。あ
‐
子さんの人生の節目を激励するため |こ も、ぜひ会場ヘ

足をあ
‐
運び<ださい。

※11月 上匂頃 |こ村内在住の成人式対象者 |こ は安ホ内通知の送付を致しました。12月 中旬以降、まだ届

いていない方、または村外在住の方で成人式の案内通知が必要なんは該当者の氏g、 送付先の住所、

生年月日を生涯単習課までご連絡<ださい。

あ問い合わせ :読谷村教育委員会 生涯学習課 台 982-9231

税務課では、平成30年度村・県民税申告受付事務に従事する臨時職員を募集しています。

受付期 F〔ョロ:平成29年 11月 η3日 (月 )～平成29年 12月 28日 (木 )

8時30分～17時 15分

職  種 :一般事務職

採用条件 :村内在住者 |こ 限る

パソコン操作が可能なこと

※高等単校卒業以上の学歴を有するもの (卒業見込み者を含ぬ )

採用期間 :①平成30年 1月 9日から平成30年 3月 3η 日

②平成30年 1月 9日から平成30年 6月 30日

提出書類 :市販の履歴書 (写真貼付)

申し込み :読谷村役場 3階 総務課 人事福利係

阿

□

Ｈ

一

8a

納
税
ほ

期
限
内
に

r

あ間い合わせ :読谷村役場 1階 税務課 住民税係 a982-9206
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第16期農業委員、農地利用最適化推進委員のご紹介
任期満了・農業委員会法の改正に伴い、新しい農業委員 (10人)が村長から任命されました。

また、農地利用最適イL推進委員 (3人)が新設され、農業委員会会長から委l戸高されました。

農業委員

山内 昌茂氏(会長)池原 公平氏(会長代行) 新垣  昇氏   仲宗根 悦子氏   比嘉 幸男氏

屋宜  清 氏 知花 勝也 氏 比嘉 健二 氏 知花  竜 氏 土地 和豊 氏

農地利用最適化推進委員

比嘉 國夫 氏

:連 `:―

山入端 榮 氏 新垣 長英 氏 知花 俊雄 氏 大城  勉 氏

土地 非隅彦 氏   仲村渠 英正 氏   真栄田 武 氏

●「農業委員」は、農業委員会等 |こ 関する法律により市町村 |こ 設置が義務付 |す られている行政委員会で、農

地法等に基づ<許認可事務のほかに、農地等の利用の最適化 (担い手への農地利用の集積と集約化、遊休農

地の発生防止・解消、新規参入の促進)のために活動しています。

●「農地利用最適イし推進委員」は、農業委員と同様、非常勤の特別職公務員であり、農業委員と力を合わせて、

担当区域の担い手への農地集積や、遊休農地の発生防止 。解消、新規参入の促進活動を行います。

お間い合わせ :読谷村役場 2階 農業委員会 a982-9222
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「読谷村総合計画審議会」の委員を募集します
本村では、「平和共存・文化継承 。環境保全 。健康増進・共生持続」を基本理念とし、福祉や教育、産業、

基盤整備などあらゆる分野の基本的な指針であり、総合的かつ計画的な行政運営を図るために総合計画を

活用してむらづくりを進めて参りました。現行の「読谷村第 4次総合計画」が平成29年度で計画期間が終

了するため、新たなむらづくりの指針として「 (仮称)読谷村第 5次総合計画」の策定を進めております。

「読谷村総合計画審議会」は、総合計画の策定にあたって、総合計画案を審議していただき、村長へ答

申する役割を担う組織です。そこで、新しく策定する総合計画に村民の方の声を反映させることを目的と

して、審議会の委員を募集します。

1 応募資格について
応募資格は、次のいずれの条件も満たしていることが必要です。

(1)読谷村に在住する満 20歳以上の方

(2)平成 28年度までの村税に滞納がない方

(3)総合計画審議会に出席可能で、客観的、公平な話し合いができる方

※審議会は平日の午後 2時から年後 5時頃の開催を予定しています

2 募集人員について
5名 (応募多数の場合は、選考により決定します)

3 任期について

任命の日から2年間とします。

4 報酬について
審議会に出席された場合に、村の規定により支給します。

5 応募について
①提出方法 :応募申込書に必要事項 (住所、氏名、生年月日、応募理由等)を記載のうえ

窓日 (役場 3階 企画政策課)または郵送にてご提出ください。

②受付期間 :平成 29年 12月 4日 (月 )～平成29年 12月 15日 (金)

受付時間は午前 9時から午後 5時までです。 (土 。日曜日を除きます。)

③配布場所 :応募用紙の配布は、役場3階企画政策課の窓日で配布します。

また、村ホームページからダウンロードすることができます。

6 選考について
提出いただいた応募申込書により選考し、結果については文書により通知します。

お問い合わせ先
〒904-0392 読谷村字座喜味2901番地

読谷村役場 3階 企画政策課 企画調整係  a982-9205

※応募方法の詳細や審議会の詳細等について知りたい方は、企画政策課までお問い合わせください。
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Ⅷ以 ⑬Ⅷ域悦医Ⅷ鞍映犠
∞‰悦鯵ゆ鰈隠

年末 。年始のごみ収集、火葬場業務等については下記のとおり実施しますので、

ご協力お願いします。

〇年末年始のごみ収集等カレンダー 業務日

ごみ収集

体業日 :1月 1日 (月 )

し尿等汲み取り業務

12月 31日 (日 )～1月 3日 (水)の間は、

し尿の汲み取りは行いません。清掃依頼は

お早めに 1

粗大 み〔
⊆

①回収ラ約申込について

連絡先 :読谷環境 8958-3103
休業国 :12月 29日 (金)～ 1月 3日 (水 )

※年末年始は混み合いますので早めの予約を !

②直接搬入申請について

直接搬入を行うには、窓□発行の許可書が跡要

に声ょります。直接搬入をラ定している方は、コ2

月 23日 (本)までに生渚環境課窓ロヘ申請し

てください。

搬入場所 :環境美化センター a982-8221

体業日 :1月 1日 (月 )

革木搬入

搬入場所 :革木資源化施設

(ホテル日航アリビラ近く)

体 業 日 :1月 1日 (月 )

火葬場

休業日 :1月 1日 (月 )

犬猫関連業務

体業日判2月 29日 (金 )～ 1月 3日 (水 )

12月 1月

日付

(B醒 日)

27日

(フよ)

28日

(本 )

29 日

(金 )

30 日

(」L)

31 日

(日 )

1     []

(月 )

2 日

(り《)

3 日

(フ」く)

4 日

(木 )

5 日

(金 )

ごみ収集
I

ラ約

申請

搬入

粗
大
ご
み

|

|

1

草木搬入日
|

I

犬烙関連業務 |

|

火葬場
|

|

|

|

|

|

お間い合わせ :読谷村役場 1階 生活環境課 環境衛生係 奮982-9214
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あなたの家は安全ですか?

～住宅侵入窃盗の防犯対策について～ パート

錢

今年も残りわずかとなりましたが、年末は泥棒が増加すると言われています。

「我が家は盛られるものがないから」「田舎だから」と池断してはいぶせんか。県内|こあ|する侵入

△ (空き巣、事務所荒し、出店荒し等を含めた総称)の認知件数619件 (※ )のうち、住宅侵入窃

盗 (空き巣、居空き、忍び込み)の認知件数は249イ牛 (40.2%)となってい萩す。窃盗の被害匠遭うと、

大切な員オ産を失うととも|こ「自宅|こ見知らぬ者|こ侵入された」という精神的|こ大きなンヨツ

`フ

を受

|することになります。今一度、我が家の防哲B対策について考えてみましよう。

※数値は沖縄県警察本部発行 「平成28年犯罪統計書」より抜粋

住宅侵入窃答には、家の人の留守を狙って侵入し、金品を盗お「空き

巣」、家の人が在宅中、昼寝や食事をしているすき|こ侵入し、金品を△

お「居空き」、夜間、家の人が就寝中|こ思び込み金品を盗ぬ「忍び込み」

などがあり示す。なつでも最も多いのが「空き巣」で約 6割を占めてい

ます。「居空き」や「忍び込み」は在宅中の犯行ですが、鉢合わせする

と居直り強盗に変身する危険もあります。 留雪の時は勿論、ゴミ出し

や買い物など短8き間の外出でも必ず戸締りし、在宅中|こあいても2階部

屋や′
l各子のある浴室、トイレの窓もしつかり施錠しましよう。

住宅侵入窃益の多<の手□は鍵のかかっていない窓やドアからの

侵入です。決に多いのが窓のガラス破り、オ各子破り等があります。

しっかり施錠すること、また窓ガラスを強化することで多<の被害

を防ぐことができます。

泥棒の弱点として、「音、光、時間、目」があります。

まず 1つめ、泥棒は侵入時|こ大きな音がするのを嫌います。 2つめ|こ

泥棒は明る<照らされるのを嫌います。 3つめ|こ泥棒は侵入|こ時間が

かつるのを嫌います。 (泥棒の意識として侵入 |こ 5分かかると7割の

泥棒が諦めるとされています。)4つめに泥棒は顔を見られるのを嫌

います。このように音や光で泥棒の弱点をつ<防必B機器や防妃‖生の高

!い鍵等を活用し、それぞれの家庭でできる防犯対策を行いましよう。

→次回 (1月 号)は盗難被害に遭わないための防犯対策について紹介 します。

あ問い合わせ :読谷村役場 1階 生活環境課 a982-9214

嘔
―
―

[日日蔵沼EC野苫雷驚協置新解電四L成と章日

″層 lttME割 駅 絹 剛 張 ヨ剥

日 諄 XE割 甑 薪 朋 餌 輛

「

~】□
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自主防受組織につしヽて
～ 防災訓練を行いました ～

読谷村には、地域住民が連携し防災活動を行う「自主防受組織」が5
つあり、毎年防災訓練等の活動が行われています。◆年は、11月 2日

と5日 に、大規模地震・津波の発生を想定した防災訓練が行われまし

た。受害発生時に適切で迅速な対応ができるよう住民の防受意識の高揚

を図ることを目的に実施され、多くの村民が参加しました。

鶴竃錢擬

自主防受組織とは、地域住民が連携して、防受活動を行う組織のことをいいます。日

ごろは、防受知識の普及啓発、防災訓練や地域の[方災安全点検の実施、防災奎機材の整

備といつた活動に取り組みます。そして、いざ災害が起こったときにlよ、防災計画にし

たがつて避難所の開設・運営、住民の避難誘導、初期消火沼動などに取り組みます。

大規模な災害時には、交通網の寸断、通信手段の混乱、同時多発の火災などで、自治

体や消防、警察なども、同時にすべての現場に向かうことはできません。そのような事

態に備え、地域住民が連携して地域の被害を最小限におさえることが、自主[′芭災組織の

役割です。

読谷村では現在、主に海岸沿いや急傾斜地のある地域を中心として、長浜・渡異

知 ,大添・者B屋・楚辺の5つの自主防災組織があり、さまざまな防災活動に取り組ん

でいます。

救助訓練 (渡具知区自主防災会) 搬送訓練 (大添区自主D盲受会)

お間い合わせ :読谷村役場 3階 総務課 盆982-9201
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3団体に交付決定 !!

10月に行われた第2回ノーベル平和賞を夢みる村民基

金運営委員会における
~番
議の結果、3件の申請事業が決定

され、11月 7日、村長から助成決定通矢日の交付を受けま

した。

この事業は「自ら者え自ら行う地域づくり」をめざし、

村民のユニークなアイデイア、発想に着眼し、村民の自主

的な事業の計画・立案に対して助成を行つています。

次回の渾粛委員会の開催は来年6月を予定しています。

今回の助成決定事業

あ間い合わせ :読谷村役場 3階 企画政策課 a982-9205

団体名 事業内容 助成額

長浜自治会 真砂之塔1多繕及び戦没者名刻字工事に関すること 1,OOO,OOO円

読谷村更生保護女性会 読谷村更生保護女性会創立 20周年記念誌発刊事業 500,OOO円

大添自治会 区の伝統芸能に跡要な備品製作事業 300,OOO円

新たな認庭新規就農着及ぴ認定農業者が麺わりました I

平成 29年 10月 23日、役場で認定書授与式が行われ、伊波克典氏 (トルコキキョウ)が認定新規就農

者、上地和豊氏 (小菊)が認定農業者となりました。

醜※認定新規就農者制度 :新たに農業を始める方が作

成する青年等就農計画を村が認定し、その計画に沿

って農業を営む認定新規就農者に対して重点的に

支援する制度のことし

※認定農業者制度 :5年後の目標を見据えた農業経

営改善計画を村が認定することで、農業資金の貸付

や農地の集積で優遇されるだけでなく、何より定期

的に農業経営を見直すことによつて農家自身の経

営改善・安定に役立つ制度のこと。

農家のみなさん、将来の事も見据えて是非、認定新規就農者制度及び認定農業者制度を利用してください。

お間い合わせ :読谷村役場 2階 農業推進課 奮982-9215
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甲 図書館だより
TEL:958-3113

蔵書検索ア ドレス
http:/

id 子どものためのろうどく会 、i れを
◆年、最後の図書館イベントH

クリスマスのすてきな楽ししヽ♪おはなしをお届けします。
かんたんな工作もあります !

■ 盛 4
重 重O時 3

階集会窒
O分～

。場 2

菫奮!咽讐路蓑詔窪9く
し捨留風μ要ありません。

1位『火花』/又吉 直樹
2位『ツ′ヽキ文具店』

/1」 川ヽ 糸
3位『だまされたと思つて

1位『かいけつゾロリ』
/はら ゆたか

2位『せかしヽいちの名探偵』
/杉山 亮

3位『どうぶつのおばけすかん』
/斎藤 洋

児童書一般書

～ 串ング・″,′ 7

試してほしい

料理の新常識』
/水島 弘史

工1牛勝、子ども限定です

≪アク屈向ワ紗
■プックスタートおはなし会
【O歳～乳幼児向け】
集会室にて *第 1・ 3日 8醒 日
☆12月 3日 (日 )

10時 30/刀`～
*コ 7圏 (日 )は子どものための
ろうど<かいのためお体みです。

■ビデオ上映会
集会室にて *第 3土曜日
☆12月 16日 (上)11時～
☆「げきたい !

インフルエンザかア〕`らない
ために、うつさないために」

★「セロひきのゴーシュ」
☆「大男とクリスマスツリー」

■おはなし会
おはなしの部屋にて
【児童向け】   *第 2・ 4日曜日
☆12月 10日、24日 (日 )

14時～

■おりがみ教窒
集会室にて *第 2・ 4土躍日
☆ 12月 9日 (土 )

10時30分～
*23日 (土 )は祝E]のため
お体みです。

講師 :山内 源徳氏
★おりがみを持つて

ご参加下さい。

鞠

年末年始体館のお矢[lらせ
12月 29日 (金)～ 1月 3日 (水)

※平成 30年 1月 4日 (本)から開館いたします。
※12月 28日 (本)は資料整理日のため体館いたします。

図書館に新しく入つた本を紹介した「新着本リスト」を図書館・各公民館・村内スー′{―・コンピニ等で配布しております。

購 蔭 響 鰺 膜 虻 趨 纏
読谷村立学校給食調理場
a982-8081

古堅小学校 調理実召 ～調理場とのコラボレーション企画～

7月 13日 (木 )古堅小学校 5年生の調理実習に、給食調理員 (翁長功二)と栄

養教諭 (松田優子)が特別講師として参加しました。授業では、包丁の取り扱い方

やきゆうりの切り方 (7種類)など実演を交えて説明し、サラダ、ほうれん草のあ

ひたし、ゆで卵を調理しました。

児童たちは、最初こそ慣れない包丁使いでしたが、徐々に慣れてカット・調理し

た0材の盛りつ|すがきれい |こ できるようになりました。「野菜はあまり好きじやない|す じ、自分でつ<
ったからなぜかあいしい」という声や、ほとんどの児童が完食し、食材に′5ヽれて料理をする楽しさが育

まれている様子を感じました。

最後 lよ、少し高度な飾り切りの実演や、栄養満点の給Qを食べる大切さ、苦手な食材も調理方法の工

夫狽第で食べられるなどを伝えました。児童たち l」i「色々な切り方を覚えたから、他の断菜も切ってみ

たい」「家でもつ<って家族に食べさせたい」と、実習の前よりもた<ま しい表情で話して<れました。

調理をとあして、食材や料理をつくる人への感謝の心、料理をする喜びを感じ、健康的な成長や家庭

でのあ手伝いをするきっかけになればと思います。

給食費は期隈内に率内めましょう

  をこ営監
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蠅

rttL｀前 。盆ぺる前に畑つておきたい」

適量傲酒のススメ

醒せl

年末年始を迎えるにあたり、美味しい食事・飲酒の機会が増えてきます亀

そこで、美昧しく・上手にお酒を楽しむことができるよう、今、者えてみましょう !!
ヽ
Ⅲ″ ′

‖日どのくらいのお酒を飲んでいいのか、純アルコール (g)に換算してみました。

1日の適量  純アルコール 20富 (億康日本 21よ り)

ち声ぶみl歌 純アルコール 60g以上は、曜閉霞期艶 になります。・・

沖縄県Iよ 翔 孵 い県です・・貯ヵ―ィ、ットサイト より】

適量、純アルコール 20 って、どのくらい?

倉事をしながら飲む ( 胃がカラッポのまま飲まない )
肝臓の働きを助けるために、高タンパク蛋 l氏]旨肪、高ビタミンのつまみを 1

ハイペースで飲まない ( 月千1蔵んヾ 1時間で処理できるの十よ 7g )
ビールで1 70ml、 チューハイ1 20ml畿   アルコープЫよ骨函へ10分くらいで届く 篭酔う)

ダラダラ長時間、夜遅くまで飲まない。
ビールで500ml(アルコール20g)の処理|&3～4時間か柘

たまに飲んでも大酒 (多量飲酒)しない

飲む前、合間に、水・お茶などを飲む

週に2日 |よ lttE千日をとる

I集回腱諺姪巾口D占知局せI

司O月 22日 (日)の集団健診が合風艦近のにめ、中止になつた事に伴し＼

下記の日程で集団健診を実施いたします。◆年最後の集団健診のチャンス

をぜひご利用下さい !!

実 施 囲:2017年 12月 16日 (土)

受付日時 :午前8時30分～午前11時
実施場所 :読谷村役場 1階村民麻―ル・ 3階大会議室

持 ち 物 :1甑裸魔圧・

※定員|こ達し次第終了します。

２

　

　

３

　

　

４

５

６

勒 21

泡盛 30度ハイボール
∝ 30ml)

日和 ワイン ウイスキービー)レ 羹鶴参酉・

チューハイ

2∞mi 6 0mi 80mi3 5 0mi 3 00ml 100ml500ml

明け方まで飲むと、肝臓で処理が終わるの|よ

いつ、でしょうか?

アルコール1日 ∞ g力Ⅵ干騨翻映配聖洸蓼]・
。

(これ以上十よ 月干臓が麻む時間がない)

あf口日し澄立た

'読
斜 腸  1階 砲詞懺鑑果 a982-9211
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カプマキつ一祝い (97歳 )を迎え

られたん々を石嶺村長が訪間し、

祝状と記念品を贈呈し、長寿をあ

祝いしました。村内で今年新た|こ

カプマキ'一祝いを迎えられるん々

は5¶ 筈 (男性12名、女性39名 )い
らつしゃいました。

山城 ウメ トさん (大湾 )

比嘉 信広さん (楚辺 )

おしいおぼあ隊ガンジ且四じ国JのジマΨ囀紐

照屋 光さん (座喜味)

知名 ヨシさん (古堅 )

鸞ⅧⅧ
―

に

伊波 ツルさん (古堅)

山内 千代さん (高志保 )

||末吉英雄さん 屋宜 トミさん
(デイサービスたんぱぱ)

比嘉 徳吉さん (高志保 )

読谷村の夜を彩る長期イベント「琉球ランタンフエステイバル」

が今年も開催されます !

開催期間 :平成29年 12月 2日 (土)～平成30年 2月 25日 (日 )

(点灯 188寺～228寺 ※最終入園受付218寺30分 )

開催場所 :体験王国ぬら咲ぬら

入 場 料 :大人 (大学生)600円、中高生500円、小学生400円

あかりの森はホテル、レヌトラン、益ら咲ぬらなど村内各所で灯
されています。

国

園



2017.12.1 広報よみたん な

嗣

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

代
表
全
９
８
２
１
９
２
０
０

相

談

日

【①

杷
月
１３
日
（水
）

②
ｌ
月

１０
日
（水
）

時
　
　
間

【
１３
時
～

１６
時

場
　
　
所

【役
場
３
階

受
付
方
法

路
哺
話
予
約
ま
た
は
直
接
役
場

窓
□
で
の
予
網

相

談

枠
工
箸

６
組

※
１
月
３
日

（第
１
水
躍
日
）
は
年
始

休
み
の
た
め
無
料
法
律
相
談
は
あ
休
み

し
ま
す
。

一・一・・一．．一一一一・^一一一一・一一一
・一・・一一・一・・̈
・．一・・一一
．

一　

　

・．

．

行
政
相
談
の
あ
知
ら
せ

生
活
環
境
課

ａ
９
８
２
１
９
２
１
４

「
行
政
相
談
制
度
」
は
、
国
の
役
所
の

仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
等
を
あ
受

け
し
て
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
と
こ

も
Ｅ
、
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
Ｅ
役
立
て

る
も
の
で
す
。

相
談
日
時

一杷
月

２０
日

（水
）

‐４
時
～

裕
時

場
　
　
所

一親
志
公
民
館

受
付
方
法

一相
談
場
所
に
て
当
日
受
付

い
じ
め
、
Ｄ
Ｖ
、
差
別
な
ど
人
権
Ｅ

関
わ
る
こ
と
つ
ら
、
家
庭
内
の
も
め

ど
と
な
ど
あ
困
り
に
な

っ
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

も
あ
気
軽
Ｅ
ご
相
談
＜
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
＜
守
ら
れ

ま
す
。

相
談
日

一
平
成

２９
年

１２
月
６
日

（水
）

午
前

１０
時
～
午
後
４
時
　
（
※
昼
食
時

を
除
＜
）

相
談
場
所

役̈
場
３
階

受
付
方
法

一役
場
に
て
当
日
受
付

相
談
員

い読
谷
村
人
権
擁
護
委
員

‐２
月
は
、
平
成

２９
年
度
固
定
資
産
税
一

第
３
期
分
の
納
期
で
す

税
務
課
　
　
　
全
９
８
２
１
９
２
０
６

‐２
月
は
、
平
成

２９
年
度
固
定
資
産

税
の
納
期
で
す
。
４
月
に
納
税
通
知

書
こ
合
わ
せ
て
あ
届
け
し
た
納
付
書

の
中
か
ら
第
３
期
分
の
納
付
書
を
ご

確
認
の
上
、

１２
月

２５
日

（月
）
ま
で

に
役
場
、
金
融
機
関
、
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ソ
ヌ
ヌ
ト
ア
で
納
付
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
あ
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
□
座
振
替
を
ご
利
用
の
皆
さ

ま
は
、
振
替
日
が

抱
月

２５
日

（
月
）

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
前
日
ま
で
に
□

座
残
高
の
ご
確
認
を
よ
ろ
し
＜
あ
願
い

し
ま
す
。

平
成

２９

年
度
固
定
資
産
税
第
３
期

納
期
限
　
平
成

２９
年

杷
月

２５
日

（月
）

国
民
年
Ω
保
険
料
免
除

・
納
付
猶
予

の
申
請
に
つ
い
て

住
民
年
金
課
　
ａ
９
８
２
１
９
２
０
７

国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料

の
納
付

が

「
免
除
」
ま
た
は

「
猶
予
」
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
　

こ
の
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
澪
来

の
年
金

受
給
権

の
確
保
だ
け

で
は
な
く
、
万

一
の
事
故
な
ど
匠
よ
り
障
害
を
負

っ

た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金

の
受
給
資

格
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
は
、
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
□
、

ま
た
は
コ
ザ
年
金
事
務
所
で
も
手
続
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

↓
介
護
予
防

。
日
常
生
活
圏
域

三
十
ズ

一調
査
」
へ
の
ご
協
力
を
あ
願
い
し
ま
す
。

福
祉
課
　
　
　
ａ
９
８
２
，
９
２
０
９

「
介
護
予
防

。
日
常
生
活
圏
功
二
十

ズ
調
査
」
は
、
本
村
に
あ
住
茨
い
の

高
齢
者

の
生
活
実
態
や
課
題
等
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
い
た
し

ま
す
。

調
査
結
果
は
介
護
予
防
に
向
け
た

取
り
組
み
や
、
新
し
い
総
合
事
業
の

進
捗
管
理
、
事
業
評
価

の
た
め
に
必

要
な
地
域
診
断
を
行
う
こ
と
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
者
は
、
読
谷
村
内

の
高

齢
者

（
６５
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
高
齢
者
、
要
支
援
認

定
者
）

，
５０

人
を
無
作
為

に
拍
出

し
、

送
付
い
た
し
ま
す
。

調
査
票
が
届
い
た
方
は
、
ご
記
入

の
上
、
返
信
用
封
筒
に
入
れ
、
平
成

３０
年
１
月

３‐
日
ま
で
に
切
手
を
貼
ら

ず
Ｅ
ご
投
函
＜
だ
さ
い
。

一特
計
企
画
震
　
チ
ビ
テ
リ
ガ
マ
か

一平
釉
の
祈
り
を
～
沖
縄
戦
の
実
相

一後
世
に
伝
え
る
～

企
画
政
策
課
　
全
９
８
２
１
９
２
０
５

戦
後

７２
年
。
現
在
、
チ
ビ
チ
リ

マ
は
沖
縄
軸
の
実
相
を
伝
え

「
命
の

大
切
さ
を
老
え
る
場
所
」
と
し
て

代
を
繋
い
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
ベ

そ
の
チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
で
の
出
来
事
を

中
心
に
企
画
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
機
会
Ｅ
改
め
て
平
和
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
ん
の

ご
来
場
を
あ
待
ち
し
て
あ
り
ま
す
。

日
　
時

¨
平
成

２９
年

杷
月

２０
日

（水
）

～

杷
月

２７
日

（水
）
脩
時
ま
で
※
土
日

除
＜

場
　
所
峯
頭
食
偲
役
場
１
階

村
民
ホ
ー
ル

回

・
県
等
か
ら
の
お
知
ら
せ

親
子
で
カ
ー
サ
ー
ム
ー
チ
ー
作
り
を
楽
一

し
も
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一

沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

ａ
９
６
４
１
３
２
６
３

日
　
　
時

一１２
月

１７
日

（
日
）

少
雨

決
行

募
集
人
数

一
４０
名

（５
歳
以
上
）

参
加
費
用

一
一
人
あ
た
り

５００
円

場
　
　
所

●
犯
極
昼
ユ
石
川
青
少
年
の
家

申
込
期
間

一
１２
月
５
日
～

１２
日

持
　
　
物

一
エ
プ
ロ
ン
、
頭
巾

．鮮
絲‐
瀑
徹
■
誰
併
伊
一賂
ら―‐‐‐
嗅
一

生
活
環
境
課
　
奮
９
８
２
１
９
２
１
４

無
料
法
律
相
談
で
は
、
村
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
弁
護
士
や
司
法
書
土
か

ら
相
談
内
容

（
一
般
法
律
相
談
、
多
重

債
務
相
談
、
登
記

・
相
続
関
係
相
談
な

ど
）
に
対
し
て
の
対
処
方
法
や
法
的
手

続
き
な
ど
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ヌ
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
相
談

内
容
に
関
す
る
秘
密
は
固
＜
守
ら
れ
茨
す
。

◆
弁
護
主
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

（毎
月
第
３
水
躍
日
）

相
談
日
時

一杷
月
２０
日
（水
）

‐３
時

３０
分
～

１６
時

３０
分

場
　
　
所

【役
場
３
階

受
付
方
法

一当
日
受
付
、
そ
の
後
抽
選

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

如
選
時
間

一１３
時

相

談

枠

掩

組

◆
司
法
書
主
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

（毎
月
第
１

，
２
水
躍
日
）

人
権
困
り
ご
と
椙
談

生
潜
環
境
課

ａ
９
８
２
１
９
２
１
４

租
年

１２
月

１０
日
、
国
連
総
会
で
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、

毎
年

１２
月

相
日
は

「
人
権
デ
ー
」
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
法
務
省
こ
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権
デ
ー

を
最
終
日
と
す
る

１２

月
４
日
か
ら

個

日
ま
で
を

「
人
権
週
間
」
と
し
て
各
種

の
人
権
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

読
谷
村
で
は
下
記
の
日
程
で

「
人
権

困
り
ご
と
相
談
」
を
開
設
し
ま
す
。



。
堅

翠 議 餘 鮮
翌

縦 談鰺 u=冨 =菖 =菖
冨

=菖 =冨 ==冨 =======菖 =

あ りが|と―うどざ いま |し た●
～読谷村 育 英会 への寄付 ～     盗 982-9228
◆ 一般 寄付 と して

株 式会社 Heatty様 ―一―― 喜名458番地 3-― -1万 円

～地域福祉振 興基金 への寄付 ～   奮 982-9209
◆ 一般寄付 と して

株 式会社 共 立 アル ミ 伊良皆 686-3
代 表取締役 社 長 :宇栄原  敏夫枝
◆ カプ マヤ ー祝 記念 と して

43万 円

國吉 敏 子様       字高 志保 ―一― ― -lo万 円
◆ トーカチ祝記念として
比嘉 昭政・春様 一――― 字波平 10万 円

申
込
方
法

一直
接
電
話
で
申
し
込
ん
で

＜
だ
さ
い
。

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

「星
”
轟
需
蚕
こ

の
あ
知
ら
せ

沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

ａ
９
６
４
１
３
２
６
３

日
　
　
時

一平
成

３０
年
１
月
７
日

（日
）

雰
集
人
数

一
３０
署
　
（家
族

・
個
人
）

参
加
費
用
一
一
人
あ
た
り

５００
円

場
　
　
所

一沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

申
込
期
間
一杷
月

僧
日
～

２６
日

申
込
方
法

一直
接
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
定
員
に
達
し
茨
第
締
め
切
り
ま
す
。

住
ま
い
の
総
合
相
談
窓
□

住
ま
い
の
相
談
窓
□

（沖
縄
県
住
宅
供

給
公
社
内
）
　

金
９
１
７
‥
２
４
３
３

賃
貸
倍
契
約
、
土
地

・
建
物
の
売
買
、

請
負
工
事
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
住
ま
い

に
関
す
る
問
題
で
、
あ
困
り
の
事
は
あ

り
ま
せ
ん
０
？

常
駐
の
相
談
員
に
よ
る
、
住
ま
い
に

関
す
る

一
般
的
な
相
談

・
情
報
提
供
も

無
料
で
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
時
間
【
平
日
と
第
３
土
日
の
９
時
～

７
時
　
※
た
だ
し
、

１２
時
ｒ

愕
時
は
除
＜

沖
縄
少
年
院

一
沖
縄
女
子
学
園
の
参
観

募
集
の
ご
案
内

沖
縄
少
年
院
庶
務
課

金
９
３
３
１
４
４
８
６

少
年
院
の
教
育
沼
動
、
更
正
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
関
る
槻
況
説
明
と
施
設
内
の
見

学
を
実
施
し
ま
す
。

日
　
　
時

一平
成

３０
年
１
月

愕
日

（土
）

午
前

の
部
　
９
時
受
付
開
始
、
９
時

３０
分
～

１２
時

午
後

の
部
　
４３
時
受
付
開
始
、
愕
時

３０
分
～

１５
時

対
　
　
象

一原
則

２０
歳
以
上
の
方

定

　

員

一各

３０
侶

（先
着
順
）

場

　

所
【沖
縄
少
年
院

全駆
務
課
受
付
）

申
込
方
法

蓋
電
話
受
付

（９
時
～

仔
時

土
日
祝
を
除
＜
）

申
込
期
間

杷̈
月

愕
日
～

１２
月

２７
日

会
っ
て
、
話
し
て
、
見
挙
で
き
る
！
就

職
説
明

・
面
装
会

「適
職
発
見
フ
ェ
ア
　
正
社
員
の
あ
仕
事
」

適
職
発
見
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
事
務
局

餘
求
人
あ
き
な
わａ

９
６
０

１
８
９
０
０

０
未
経
験

。
無
資
格
か
ら
で
も
始
め
ら

れ
る
正
社
員
の
求
人
が
主
な
就
職
イ
ベ

ン
ト
で
す

０
応
募
の
前
に
職
場
見
学
の
申
し
込
み

が
可
能
。
（見
単
後
の
応
募
の
判
断
は

自
由
で
す
）

０
就
職
イ
ベ
ン
ト
初
参
加
の
方
も
安
心
。

事
前
の

「
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
に
て
丁
寧

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

日
　
時

一

第
７
固
【平
成

３０
年
１
月

愕
日

（土
）

憎
時

３０
分
～

４７
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金 958-2939～社会福祉 協 。義会 への寄付 ～

◆ カプ マヤ ー祝 記念 と して

照屋   光様 字座 喜 味 5万 円

5万円

5万円

◆米寿祝記念 と して
玉城  秀 昭枝

比 嘉  秀徳 様

ニライ消防本部

救急出場及び火災]救助発生件数
▼救急出場件数 (平成29年 10月 中)

▼10月 火災発生件数   2件
▼10月 一般救助発生件数 0件
▼10月 風水害発生件数  9件

写渡慶 浚

字大木
◆香典返 しと して
当山 智恵子様 (故 :國吉ツル子枝 )写 高志保  5万 円
山 内 武 光様 (故 :フ ミ様 ) 字長浜 ―-5万 円

与1月 9日 、株式会社共立アルミよ  |
り地域福祉振興基金へ、創業 43年

を記念して 43万円の寄付がありま

した。ご厚志に感謝します。

ィ
】
ロ
ー
　
・

リ晟手納警霞召

管内における刑法犯認知件数
▼ (平成29年 10月 末現在)

ゆ
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動

推
進
中
，
！

訂 正 と お 詫 び

広報よみたん11月号の15頁「ありがとうござ

いました」地域福祉振興基金への寄付者名に誤

りがありました。

訂正前 訂正後

上原 キク様 上地 キク様

訂正してお詫びいたします。

項 目
平成29年 平成28年 増 減

(10月 中) (10月 中) (件数)

凶悪犯(殺人、強盗等〕 4 4 0

粗暴犯(暴行、傷喜等〕 19 -5

窃盗犯 125 123 2

22 26 -4

12 40 2

14 19 -5

77 68 9

知能犯(詐欺、横領等) 8 6 2

風俗犯(強制わいせつ等) 4 2 -1

その他l器物損壊、住居侵入等| 29 31 -2

全刑法犯(10月 計) 178 482 -4

町村名

種別
読谷村 嘉手納町北谷町

火  災 0 0 0

自然災害 0 4 0

水  難 0 0 0

交  通 14 5 14

労  災 5 4 4

運動競技 1 0 1

一般負傷 24 7 27

加  害 0 0 1

自損行為 0 0 2

急  病 106 54 89

転  院 12 2 0

その他 0 0 0

不搬送 21 48 25

月  計 183 88 160

平成29年累計 4807 795 1431

FMよみたんで、嘉手納警察署の広報番組
毎週水曜日14時～「安心安全ゆいラジオ
パーソナリティ嘉手納警察署

を放送中 !

pa止 2」

O自転車の盗難、草土ねらいが多発しています|

・自転車はツーロックの徹底、ワイヤーロックは固定物にかける
。車を離れるときは必ず鍵をかけるI

※不審な人を見かけた場合は

嘉子納警察署(a956‐ 0110)まで連絡をお願いします。
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読谷村公式ホームページ
http:〃www vill yomitan okinawa jp/

オL
奮

覚

サ 九

Ｈ
冨
躙
醐
門
□
■

日

Ｅ

縮屋邸 侭ネ蔵霧ぞ風向彎移風移

『ス爛―lVむ通じて電鬼る
ユー手 ■ネー

'

市TT

らか 氏

HP

鯰谷槽②恭窯』 T烹備4

震 ィ蓄litt色 I

口10

人口 :40,773(+23)

男 :20,128(+6)
女 :20,645(+17)

出生 〔52〕 転入 〔117〕

死亡 〔3η 〕 転出 〔145〕

世帯 :η 5,602(+17)

外国人登録者数

人口 :592 世帯 :441
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